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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和７年９月10日（水）午前10時00分 ～ 午後０時

開 催 場 所 公安委員会室

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の受理について

総 務 課２ 苦情の調査結果及び通知案について

総 務 課３ 警察署協議会委員の候補者の推薦について

警 務 課４ 宮城県警察組織規則の一部改正について

委 員：今回の改正は宮城県だけでなく、全国一斉に行わ

れているものなのか。

企 画 官：10月１日からの全国的な取組に合わせて改正して

いるところである。全国一斉の改正ではないが、

本県では警察庁や警視庁と連動しつつ、今回職を

新設して強力に体制を強化していくものである。

委 員：全国的に一元化され、遅かれ早かれ全国の警察で

も組織改正していく流れの中で、本県では早めに

改正したとのことで、しっかりとやっていただき

たい。

企 画 官：承知した。

生活安全企画課５ 飲食店営業者に対する飲食店営業の営業停止命令に係る聴聞

の実施について

生活安全企画課６ 風俗営業者に対する許可の取消し及び飲食店営業の営業停止

命令に係る聴聞の実施について

警 備 課７ 警察職員の援助要求について（２件）

運転免許課８ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

装備施設課【報 告 事項 】 １ 公用車のテレビ受信機能付きカーナビに係るＮＨＫ受信契約

の未契約について

広報相談課２ 警察に対する苦情について（令和７年８月末現在）

県民安全対策課３ 令和７年７月中におけるストーカー規制法に基づく禁止命令

の実施結果について

委 員：ストーカーの案件は安易に処理できるものではな

く、行為者が執着して恨みに変わり、殺人など自

分の気持ちが解消できないことへの理由を与えて

しまうことになり、大変難しい問題である。

：指摘の通り、事態が急展開する場合があることか人身安全対策官

ら、気をつけて対応している。

委 員：他県の状況もあり、宮城県では適切に対応されて

いると報告を受けたが、引き続きしっかりと対応

してもらいたい。

：承知した。人身安全対策官
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県民安全対策課４ 令和７年７月中におけるストーカー規制法に基づく禁止命令

の延長の実施結果について

地 域 課５ 山岳遭難の現状と対応について

委 員：山岳遭難は登山で遭難するイメージがあるが、高

齢者の山菜採りに関するものは山岳遭難に含まれ

ているのか。

課長補佐：登山に限らず、山菜採りや山の作業に関するもの

も含まれている。下山困難になるものを山岳遭難

としているので、低山でも山菜採りなどで山岳遭

難になる者が増加している状況である。

委 員：山岳遭難の内、山菜採りが原因となったものはど

のくらいの割合で発生しているのか。

課長補佐：過去５年の発生件数は151件であり、その内、山菜

採り目的による山岳遭難の件数は42件で、全体の

約28パーセントとなっている。

委 員：登山届は基本最寄りの警察署に提出するものなの

か、それとも山の入口に受付などが設置されてい

るのか。

課長補佐：登山口の近くには大体ポストが設置されており、

紙で提出できるほか、インターネットや警察署で

の届出も可能である。また、最近では登山アプリ

が増えており、アプリ内で登山届を提出できる機

能もある。

委 員：山岳遭難が発生した際の費用はどこが負担してい

るのか。

課長補佐：警察や消防は費用がかからないが、山岳遭難防止

対策協議会という民間の組織に協力いただいたと

、 。きは 届出人もしくは本人が負担することになる

交通企画課６ 令和７年秋の交通安全県民総ぐるみ運動の実施について

公安課・警務課７ 特定秘密及び重要経済安保情報の保護措置等の実施状況につ

いて


